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関 係 各 位 

北海道地域福祉推進若⼿従事者ネットワーク 
代表 藤本⼀貴 

 
北海道若⼿福祉従事者地域福祉推進ネットワーク全体研修事業のご案内 

 
北海道地域福祉推進ネットワークは、医療や福祉に係る異職種間での道内のあらゆる福祉の仕事に携わる２０代、

３０代の若⼿従事者たちが、シンプルにつながりを持ち、思いや悩みを共有する機会を設けることにより、新たな
地域福祉の実践を創造し、次世代へ福祉の⾯⽩さや豊かさを伝え、未来の構築に資する事業を進めることを⽬的に
発⾜した団体です。今年度より、共催事業である「福祉・介護⼈材サポートネットワーク構築事業」とタイアップ
し、事業の充実に努めてきました。 

さて、今回は「全体研修会」と称し、若⼿福祉従事者の困り感や悩みに寄り添った研修会を企画致しました。北
海道の福祉を拓いてきたパイオニアの皆様を講師としてお招きし、⿍談と分科会を開催致します。内容はプログラ
ム通り。皆様の活⼒になること間違いなし。 
若⼿と謳っていますが、興味あるすべての⽅が対象です。研修会終了後は、講師の皆様、参加者の皆様との交流会
も企画しております。 
 お忙しいこととは存じますが、参加者の皆様の新たな出会いとつながりを紡げればと企画致しましたので、ご参
加いただければ幸いです。 

若⼿福祉従事者の皆様は勿論のこと、多くの関係者の皆様のご参加を⼼よりお待ちしております。 
 
会  場                                                                                            
 ⽇   時：平成２３年２⽉２０⽇（⽇）１０：００〜１６：００（開場９：３０〜） 
 場   所：北星学園⼤学(北海道札幌市厚別区⼤⾕地⻄ 2 丁⽬ 3 番 1 号) 
        図書館棟４階 A 教室 
 参 加 費：無料 
 定   員：２００名 
 申込み⽅法：別添の申込⽤紙に必要事項を記⼊し、ＦＡＸまたはメールにて事務局までお送りください。 
  *申込み締め切り： ２ ⽉ １０ ⽇( ⽊ )まで 
  *研修会後に交流会を予定しております。交流会参加費（⼀般 3,500 円 学⽣ 1,000 円）は当⽇受付にて徴収

します。なお交流会の詳細につきましては、追ってご連絡させていただきます。 
  *当⽇は学内⾷堂及び⽣協は休業しております。昼⾷はご⾃⾝でご⽤意ください。 
  *学内は、全⾯禁煙となっております 
 
事 務 局                                                   
主催：北海道若⼿福祉従事者地域福祉推進ネットワーク  
共催：北海道（福祉・介護⼈材サポートネットワーク構築事業） 
【問い合わせ】北海道医療⼤学 担当 ⼭下 

tel/fax：0133-23-1263   E-mail:snw@hoku-iryo-u.ac.jp 
 

 



Program 
time program

9:30－ 開 場（受付案内） 
10:00－10:10 挨 拶: ⽯川 秀也 （北海道医療⼤学看護福祉学部教授）
10:10－12:00 ⿍談 

「福祉のルーツを振り返り、若⼿に伝えたいことは？」 
講師： 光増 昌久⽒ （社会福祉法⼈札幌緑花会 松泉学院施設⻑） 

       三瓶  徹⽒ （社会福祉法⼈北海⻑正会 北広島リハビリセンター特養部四恩園理事・施設⻑） 
       宮崎  直⼈⽒ （有限会社グッドライフ アウル代表） 

 
 
 

 
 

12:00－13:00 休 憩 
13:00－14：10 福祉・介護⼈材サポートネットワーク構築事業実践報告 

福祉の魅⼒プログラム事業： ⼭⽥ 素也 （北翔⼤学⼈間福祉学部地域福祉学科） 
若⼿福祉従事者ネットワーク構築事業： 
 安⻫ 尚朋 （NPO 法⼈当別町⻘少年活動センターゆうゆう２４ さぽーとセンターシューパロ） 
坂東 昌典 （NPO 法⼈しりべし地域サポートセンター 後志さぽーとセンターきらら） 
宮崎 善哉 （社会福祉法⼈釧路恵愛会 地域⽣活⽀援センター ハート釧路） 
岡崎 由布 （NPO 法⼈たねっと障がい者相談⽀援センター 夢⺠） 

若⼿福祉従事者サポート事業：⼩⻄ ⼒ （NPO 法⼈当別町⻘少年活動センターゆうゆう２４ よるのにじ）
アンケート調査結果報告： ⾼橋 銀司 （北星学園⼤学⼤学院） 

 
 
 
 
 
 
  

14:10－14:20 移 動 

14:20－15：30 若⼿福祉従事者の「業務」意識に関するアンケート分科会 
分科会① B 館 301 教室： ⾃分の⼈⽣をどう⽣きるか－認知症の⽅との経験から－  

宮崎 直⼈⽒（有限会社グッドライフ アウル代表） 
分科会② B 館 400 教室： アセスメントの⼒をつける－利⽤者理解のために－ 

安井 愛美⽒（サポートセンターぴっころ） 
分科会③ B 館 401 教室： ⾃閉症の理解と⽀援  

⽚⼭ 智博⽒（社会福祉法⼈侑愛会 北海道発達障害者⽀援センターあおいそら） 
 
 
 
 

15:30－15：40 休 憩 

15:40－16：00 まとめ： 杉岡 直⼈ （北星学園⼤学社会福祉学部教授） 
 
 

17：00－ 交流会 

 

福祉の歩んできたさまざまなルーツを改めて⼀緒に振り返りませんか？現在までの福祉を⽀えてきた⽅々の
お話を聞いて、これから私たちに期待することなどをお話していただきます。時代や制度など福祉を取り巻
く環境が変化するなかで、その中でも変らないものはなにか、⼤切にしているものは？・・・、それぞれの
思いを話していただく予定です。 

共催事業である「福祉・介護⼈材サポートネットワーク構築事業」の実践報告を、それぞれの事業を中核的
に運営してきた若⼿福祉従事者や⼤学⽣が⾏います。 
また、北海道の若⼿福祉従事者およそ 1,500 名に協⼒いただいたアンケート調査の結果、同年代の仲間たち
がどのような想いを持って仕事をしているのかを報告します。 

若⼿福祉従事者を対象としたアンケート調査結果をもとにした分科会形式の研修会を開催します。分科会は
若⼿福祉従事者が学びたいと思っている上位のテーマを設定しました。それぞれのテーマの先駆者である講
師をお招きし、学びを深めたいと思っています。 

本年度の事業全体の評価と来年度に向けた活動の⽅向性や展開について総括します 


